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 １．はじめに

 阪神淡路大震災（1995年1月17日発生，M7.3，最大

震度７，死者6434人 , 行方不明3人），新潟県中越地震

（2004年10月23日発生，M6.8，最大震度７，死者67人 ) １)

の例を見るまでもなく自然災害は甚大な被害をもたら

す．世界的に見てもスマトラ沖大地震（2004年12月26

日発生）によるインド洋大津波（死者・行方不明者12

カ国で計22万人以上 ) ２)，パキスタン大地震（2005年

10月8日発生，M7.6，死者約8万人）の被害は記憶に

新しく，こうした災害の被害状況が検証されるたびに

防災情報の重要性が再認識される結果となっている．

東海豪雨（2000年9月11日発生，全国で死者10名，負

傷者115名，全壊31棟，半壊172棟，床上浸水22,894棟）

では，名古屋文理大学（稲沢キャンパス）が位置する

愛知県稲沢市でも，床上浸水211世帯，主要道路冠水

20か所，主要道路通行不能７か所におよび，避難所で

過ごした住人や，列車不通で帰宅できず駅などで夜を

明かした在勤者など，大きな影響が出た３）．さらに現

在，M8規模の東海地震や東南海地震の襲来が危惧さ

れている１）．

 こうした状況を背景に，近年，大地震や豪雨などに

よる災害に対する危機意識が高まり，市民や自治体に

よる災害対策の必要性が改めて認識されるようになっ

てきた．そして，地震・火事などの際の危機管理が，

大学や企業のような組織・事業体においても大きな責

務と考えられるようになった．

 名古屋文理大学においても，「安全・安心」な大学

の実現のため，緊急時・災害時のキャンパス内での避
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難経路が学生や教職員に配布される「学生便覧」に記

載されるとともに各講義室・演習室等に常時掲示され

ており，この避難経路に従って，毎年，全学的規模で

の避難訓練が実施されている．こうした緊急時の避難

方法などの情報を，平常時から学生や教職員が意識し，

いざという時に備えておくことが防災・減災のために

有効と考えられる．

 一方，近年，携帯電話は，デジタルカメラや電子メー

ルなどの機能をもち，Webアクセス機能もフルブラ

ウザ搭載機が登場するなど充実させつつあり，従来の

音声通話装置としての「電話」とは異質のモバイル情

報機器として，一般に「ケータイ」という呼び方と表

記が認知されつつある（注１）．さらに，近年のケー

タイの普及は目覚しく，大学生のほぼ全員が利用して

いる状況である４)―６）．

 名古屋文理大学でもWebサイト７)８）にケータイ向

けコンテンツ（図１参照）を公開し，学内外からのケー

タイによる大学情報の利用に便を図っている．

 今回，我々は，地震や火災などの緊急時に大学キャ

ンパスにおいて，まずはじめに防災・減災に有効と考

えられる避難経路の情報を，名古屋文理大学のWeb

サイト向けに，ケータイからアクセス可能な形式で掲

載することを試みた．本稿では，開発した「ケータイ

向けキャンパス避難経路情報コンテンツ」について報

告し，あわせて，災害・防災情報のケータイでの提供

について議論する．

２．ケータイ向けキャンパス避難経路情報

 前述のように現在，名古屋文理大学では，学生便覧

や学内の掲示板にて学生に避難経路の周知を図ってい

るが，平常時から避難経路を意識させるためには，よ

り多様な媒体でより多くの機会に情報を提示する必要

があると考えられる．そこで大学生のほぼ全員が持っ

ている情報端末「ケータイ」から大学の避難経路が確

認できるようにすることを目的として「ケータイ向け

キャンパス避難経路情報コンテンツ」を作成した．

 ケータイ向けの避難経路情報は，歩行者向けルート・

ナビゲーション・システム9)－13)の一種と捉えること

もできる．ただし，現状ではケータイによるWebア

クセスには時間を要し，緊急時にリアルタイムでルー

ト検索をする余裕があるとは考えられない．開発した

コンテンツは，学生や教職員が平常時に閲覧すること

によって大学内の教室からの避難経路を知る，または

確認するためのシステムである．
 8

������������������ � � � � � ��� � � � �� ������������

��� �������Web��������������������������

����

����

�����

QR���

������

������

�������

��

��������

    (a)   名古屋文理大学ホームページ           (b) ケータイ用ページ

図１ 名古屋文理大学 Web サイトとケータイ用コンテンツ (2006年8月現在 )
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図２ ケータイ向け避難経路アニメーションのページ構成

．

拡大表

示し，避難経路を

見やすくした．
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２．１．Web 避難経路アニメーションの概要

 本件のケータイ向けキャンパス避難経路情報は，

ケータイ上のブラウザで閲覧することを考慮して筆者

らが開発した名古屋文理大学キャンパス・ナビゲー

ションシステム９）に，学内の建物における避難経路

情報を実装したものである（図２参照）．

 これは，Flashの特性を活かしたアニメーションに

よる情報の提供により，視覚的に避難経路および避難

の際の順路（人間の動くべき方向）を把握してもらう

ことを目指したコンテンツであり，前述のように，現

状では避難の際に使用するのではなく平常時に避難経

路の確認をすることを想定している．

 本システムは，大学（稲沢キャンパス）内の全建物

（５棟）を対象とし，各建物のフロアのうち，多くの

学生が主に利用する講義室や実習室からの避難経路を

示すものである．本コンテンツは Flashアニメーショ

ンが再生できるWebブラウザで閲覧でき，パソコン

（PC）で閲覧する際にはブラウザのウィンドウサイズ

に合わせて任意の大きさに拡大表示されるが，PCに

比べてはるかに画面が小さく表示文字や図の視認性
６）14)―17）に制約のあるケータイでも閲覧できるように

考慮した．基本的に1フロアを1マップで表示するよう

にしてあり，1階は黄色，2階は緑色，3階は青色，4階

は紫色というようにフロアごとに建物部分を色分けし

て表示した．また，学生が利用する講義室がある建物

部分を表示したり（図２・本館），広いフロアは分割

して拡大表示（図２・北館１～２階）することで，避

難経路や講義室名表示の視認性を高める方法を採った

（図２）．

 このコンテンツのページにアクセスすると，まず「メ

イン画面」が表示される．その画面から建物名を示す

ボタンを選択することによって，それぞれの「建物画

面」へ移る．次に「避難開始」のボタンを選ぶとその

建物内の主要な教室からの避難経路がアニメーション

で繰り返し表示される．「1Fへ」・「2Fへ」・「3Fへ」

のボタンによって階を選ぶことで各建物における階ご

とに避難経路を確認することができる（図２）．避難

の出発地点となる各教室の室名を点滅表示させたこと

によって，地図上で現在地を確認することが容易にな

り，赤色の点の移動とその軌跡の線によって避難経路

を示すアニメーションを反復表示させることによって

ルートを見失うことなく確認できるように工夫した．

２．２．システムの利用性と情報伝達法について

（１）アンケートの実施と結果

 2006年10月に講義時間の一部を利用して行われた全

学避難訓練にあわせて，訓練の直前に本件のキャンパ

ス避難経路アニメーションを PC上で一部の学生に閲

覧させて訓練に臨んだ．そして，避難経路情報アニメー

ションの利用性および避難経路情報の認知度などを調

査するため，避難訓練の１週間後に，同じ講義の受講

学生を対象に以下に示すようなアンケートをおこなっ

た．

 アンケートに答えたのは19歳から21歳の学生17人

（全員２年生以上で入学から１年半以上在学している）

であり，そのうち15人が前週に避難経路システムを閲

覧したあと避難訓練に参加しており，２名はシステム

閲覧および避難訓練に不参加であった．

 以下に，主要なアンケート項目について，順に質問

項目（Ｑ )，選択肢，および回答状況（Ａ）を記す．

●Ｑ１：「避難経路をどのようにして知りましたか？」

 選択肢＜複数回答可＞：①学生便覧，②教室の掲示，

③避難経路アニメ，④教員の誘導，⑤その他．

 Ａ１： ①０，②１，③12，④７，⑤０（件）．

 ただし，②を挙げたのは避難訓練に参加しなかった

学生．複数回答により③④を同時に挙げた学生が４

人であった．

●Ｑ２：「学内の避難経路が決められていることを普

段（避難訓練以前）から知っていましたか？」

 選択肢：①はい，②いいえ．

 Ａ２：①６，②11（人）．

●Ｑ３：「（Ｑ３で「はい」と答えた人に）避難経路の

内容をどのくらい知っていましたか？」

 選択肢：①経路を良く知っていた，②少しは知って

いた，③あまり知らなかった，④ほとんど知らなかっ

た．

 Ａ３：①０，②３，③２，④１（人）．

●Ｑ４：「避難経路を普段から知っておくために，ど

の方法が良いと思いますか？」

 選択肢＜複数回答可＞：①学生便覧，②教室の掲示，

③Webを PCで，④Webをケータイで，⑤その他．

 Ａ４：①１，②９，③７，④６，⑤０（件）．

 ただし，①を挙げた回答者１名は②③④も挙げてい

た．

●Ｑ５：「本学のWebページに避難経路アニメを掲載

したらＰＣで見ると思いますか？」

 選択肢：①見ると思う，②まあ見ると思う，③あま
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り見ないと思う，④まったく見ないと思う．

 Ａ５：①0，②３，③8，④6（人）．

 ①を3，②を2，③を1，④を0（ポイント）として求

めた平均：0.82ポイント．

●Ｑ６：「本学のWebページに避難経路アニメを掲載

したらケータイで見ると思いますか？」

 選択肢：①見ると思う，②まあ見ると思う，③あま

り見ないと思う，④まったく見ないと思う．

 Ａ６：①1，②2，③5，④9（人）．

 平均：0.71ポイント．（算出法はＱ５と同じ）

●Ｑ７：「Web避難経路アニメを，ＰＣで見た場合，

避難経路を知るのに役立つと思いますか？」

 選択肢：①大変役立つ，②まあ役立つ，③あまり役

立たない，④まったく役立たない．

 Ａ７：①2，②11，③2，④2（人）．

 平均：1.76ポイント．（算出法はＱ５と同じ）

●Ｑ８：「Web避難経路アニメを，ケータイで見た場合，

避難経路を知るのに役立つと思いますか？」

 選択肢：①大変役立つ，②まあ役立つ，③あまり役

立たない，④まったく役立たない．

 Ａ８：①1，②9，③4，④3（人）．

 平均：1.47ポイント．（算出法はＱ５と同じ）

●Ｑ９：「Web避難経路アニメについて感じたことや

気付いたこと改善点など」＜自由記述＞．

 自由記述から得た知見については次項に記す．

 

 （２）アンケート結果についての考察

 調査数は少ないものの，アンケートの結果，Web避

難経路アニメーションを見るよう指示した後に避難訓

練に参加した学生15人中12人が，自分が講義を受けて

いる場所からの避難経路を本システムで知ったと答え

た（前項Ｑ１）. さらに，「学生便覧」や「掲示」によ

る告知がなされているにもかかわらず，過半数の学生

が避難経路の存在そのものを知らないと答え（Ｑ２），

存在は知っていても内容は「あまり知らない」または

「ほとんど知らない」学生が半数に上った（Ｑ３）．こ

のような現状からも，日頃から利用しているケータイ

や PCを通じて避難経路を閲覧できるようにし，情報

に接する機会を増すことは必要ではないかと考える．

 Ｑ４では，複数回答での「教室の掲示」９件には及

ばなかったものの，避難経路を普段から知っておく

ために，Webコンテンツを「PC」または「ケータイ」

で閲覧することが有効との回答をそれぞれ７件と６

件得た（Ｑ４）．しかし，今回の「避難経路アニメ」に

関してWebアクセスすると思うかという問い（Ｑ５，

Ｑ６）には，ＰＣ（Ｑ５）・ケータイ（Ｑ６）とも，「Web

に掲載」しても「あまり見ないと思う」または ｢まっ

たく見ないと思う」との答えが過半数を占めた．この

結果は，平常時における学生の避難経路情報に対する

関心の低さを反映していると考えられ，このような情

報の周知が難しいことを示唆している．また，Ｑ７・

Ｑ８で訊ねた「避難経路アニメを見た場合の役立ち感」

については，ＰＣで見た場合（Ｑ７）ケータイで見た

場合（Ｑ８）ともに，「大変役立つ」と答えた学生は

１～２名と少ないものの，「大変役立つ」または「ま

あ役立つ」が大半を占め，「大変役立つ」～「まった

く役立たない」の評価を3～0ポイントとした平均でも，

PCで見た場合（Ｑ７）に３点満点の半値を超え，ケー

タイの場合（Ｑ８）でも，半値に近いポイントを得た．

以上から，本件のようなWeb避難経路アニメーショ

ンは，学生にとって概ね役立つ情報だとは認識される

が，平常時に積極的に見ようとはしない可能性が高い

ことが示唆されたと言える．また，一般に学生のケー

タイ所持と利用はほぼ100％であり，音声通話の他に

メールもほぼ100％日常的に利用していると考えられ

る５)６)のにもかかわらず，ＰＣ（Ｑ５）に比べてケー

タイ（Ｑ６）の方が利用予想の平均ポイントがやや低

いのは，現在のケータイではWebアクセスに通信時

間と料金がかかることや PCと同等の表示機能を持っ

たブラウザを搭載した機種の普及率がまだ低いため，

Web利用頻度はそれほど高くないことが原因である可

能性がある．「平常時に避難経路を確かめておく」目

的に積極的な利用を期待するには，現状では，近い将

来におけるケータイのWebアクセス機能の充実と普

及を待つ必要があると考えられる．

 なお，アンケートの自由記述には，システムについ

て「アニメの動きに興味を引かれ見ていて飽きない」

「とても分かりやすかった」などの肯定的な感想が複

数あった半面，「Webページへの掲載は良いと思うが

強制的に見せないと多くの学生は見ないと思う」とい

う指摘や，避難経路よりも「休講通知・時間割などの

授業情報」のWebコンテンツの充実を求める意見が

複数寄せられた．年々充実を図っているとはいえ，今

後，平常時に PCやケータイから学生が日常的に利用

するような教育活動上のWebコンテンツをますます

充実させていくことが防災情報などの利用促進の観点

からも急務である．
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３．ケータイによる防災情報提供について

 前述のように，ケータイは，マルチメディア機能を

充実させ，様々なアプリケーションをいつでもどこで

も実行できるユビキタス端末として広く普及し，大学

をはじめとする様々な教育現場でモバイル学習システ

ム18) 19) や教育支援システム20) として，また医療21)や健

康管理22)などへも応用が進められている．災害・防災

情報23)についても，台風の予想進路（図３(a)）や地

震の発生情報（図３(b)）などが，ケータイで得られ

る24) 他，災害時向けの安否確認情報サービスなど25)26) 

が各社から提供されている．また，防災・災害情報が

情報弱者にも届くユニバーサルなシステムとするた

め，言語の障壁のある外国人27)28)や，情報弱者ひいて

は災害弱者になりやすい高齢者6)16)27)にまで考慮した

バリアフリー・システムの実現を目指した研究が行わ

れつつある．

 これらのような災害予報や災害発生直後の情報交換

をケータイで行うシステムを実現するために考慮すべ

き問題として，（１）災害時のケータイメールの輻輳（通

信が集中することによる通信障害）の回避や，（２）ユー

ザ情報の管理（あらかじめ登録されたメールの宛先ア

ドレスなどが災害発生時に有効なものとして保持する

必要がある）という課題がある24)29)．

 （１）の輻輳の問題の解決のためには，まず，通信

インフラの改善が期待される．近年，音声通話とパケッ

ト通信を独立ネットワークにして災害時のWebアク

セスやメール送受信を確保する方法がとられるように

なってきた24)29)．また，情報配信側の負荷分散のため

に，情報配信の流れを，例えば，気象庁→都道府県→

市町村→地域組織→各個人，のように階層化しておく

ことで，各個人に送るメール件数を各サーバに分散す

ることも有効であると思われる．大学からの情報も，

計算機資源が許せば，大学→学部→学科→学年→各学

生，などのようにさらに負荷分散は可能である．また，

メール配信（push型）だけでなく時間的な制約の少

ない情報（津波警報などではなく，安否確認や避難所

情報など）にはWebアクセス（pull型）による提供

を用いることも有効であると考えられる．

 （２）のユーザ情報管理の問題の解決には，登録者

のメールアドレスの変更などに日常的に対処する必要

がある．災害時だけでなく日常的に利用するシステム

にすることで，利用者と情報提供者双方が日頃から受

信・配信を確認できるようにする方法が考えられる．

災害発生時のみならず，地域社会での日常の生活情報・

天気予報・交通情報などや日常の防犯システムや，大

学における日常の学生連絡やキャンパス情報のメール

マガジンなどとしてのメール配信（push型）利用を

考慮した情報提供が望まれる．また，Webアクセス（pull

型）についても日常的に利用する生活情報サイトや，

大学において教務連絡などに利用される電子掲示板な

どとしての運用が望まれる．

 なお，今後，ケータイのワンセグ対応やフルブラウ

ザ機能の普及によって，デジタルテレビ放送の視聴や

リッチコンテンツの利用が一般化していくと予想され

る．防災情報も，今後，より多様な方法でモバイル端

末に配信できると考えられる．さらに，2006年，気象

庁は，地震の P波（縦波）と S波（横波）の到着に

タイムラグがあることを利用して，地震発生直後に，

強い揺れが何秒後に到達するかを予報するシステム

「ナウキャスト地震速報システム」を開始した．この

リアルタイム情報を，ケータイやカーナビに配信する

システムの実用化が現在検討されている30)31)．こうし

た新しい防災情報でも，今後ますますモバイル端末の

活用が効果的になると予想される．

 今回，我々が開発した「ケータイ向けキャンパス避

難経路情報コンテンツ」は，平常時に学生や教職員が，

自らのケータイから，いつでもどこでも何回でも，大

学内の避難経路を確認することができるようにしたも
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図３ ケータイ向け災害情報の例（「Ｊ天気ーず」）
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ケータイ向けキャンパス避難経路情報の提供
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ので，アニメーションを使ったビジュアルなページで

避難経路の情報を分かりやすく伝えるWebコンテン

ツ（pull型）であり，閲覧や開発・保守に汎用性の高

い Flashを用いたものである．

４．まとめと今後の課題

 今回のケータイ向けキャンパス避難経路情報は，名

古屋文理大学稲沢キャンパスを網羅したキャンパス・

ナビゲーションシステムに，学生に対して避難経路の

周知を図る必要性が高い講義室の位置するフロアの拡

大表示や部屋名の表示などの工夫を加えたもので，ボ

タンなどの文字も見やすく，ナビゲーションシステム

のように利用者が移動しながら利用することを想定し

なければ現在地の把握も容易であると思われる．この

コンテンツの有効性については，今後の Flashコンテ

ンツを再生できるケータイ・ブラウザやWebアクセ

ス性能の向上と普及を見守りながら検証していく必要

がある．

 今後は，ケータイの小さい画面でどれだけわかりや

すく情報を伝えられるかが大きなポイントとなるのは

確かである．平常時には忘れがちな防災情報を，最も

身近な情報端末であるケータイで伝えることによって

最も人の目に入りやすい防災情報システムにできる可

能性があるとも言える．今後のモバイル機器の発達か

らは目が離せない．

 今後さらに，学内の建物に不案内な学外からの訪問

者などを含めて，誰が見ても一目で現在地がわかるよ

うな見やすい避難経路情報を提供することができない

か，また，一度見た人の記憶に情報を効果的に残すこ

とができる表示方法についても検討し，いざというと

きに役に立つ情報を提供するシステムを目指し，安全・

安心な大学環境の構築に貢献していきたい．

注

１）本稿では「携帯電話」を「ケータイ」と表記した．

これは，通信方式の区分としての「携帯電話」と

「ＰＨＳ」の総称として，また，音声通話以外に

多くの機能を持ったモバイル情報機器として，

「ケータイ」という表記が一般に認められつつあ

ることによる．特に，本稿で紹介したシステムは，

Webブラウザの機能を活用したものであり，音

声通話機能は使わないことから「ケータイ」との

表記が適していると考えた．学術的にも，モバイ

ル学会32)では Web上やシンポジウムの名称で

「ケータイ」という表記を用いており，文献33)には，

『携帯電話を示す名詞として，さまざまな表記が

成されるようになった．このなかで，出版社等が

雑誌や書籍に使用する用語として「ケータイ」が

標準として普及しようとしている．「ケータイ」

という名詞には，電話以外に「さまざまな機能を

備えた持ち歩ける機器」という意味がこめられて

いる．』という脚注があり，本文中では，「携帯電

話」と「ＰＨＳ」を特に区別する必要がある場合

以外はすべて「ケータイ」という表記を用いてい

る．さらに，Webでキーワード検索を行ったと

こ ろ，Yahoo! JAPAN で は，「 携 帯 電 話 」 約

72,900,000件に対して，「ケータイ」約98,400,000

件，Google日本では，「携帯電話」約78,800,000件，

「ケータイ」約152,000,000件（いずれも2006年9月）

と，いずれも，少なくともWeb上では一般に「携

帯電話」より「ケータイ」の方が多く使われてい

ることを示している．

２）名古屋文理大学Webサイトにおけるケータイ向

けページは，本学図書情報センターの奥村純市教

授，小橋一秀助教授らによって整備されたもので

ある．
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